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保健医療学部

国際文化交流学部

学長：山本　博
YAMAMOTO Hiroshi
生化学、糖尿病学
任期：2018.4～ 2022.3

公立小松大学  Komatsu University

所在地 〒923-8511 石川県小松市四丁町ヌ1番地3
交通 JR粟津駅から徒歩12分
TEL 0761-41-6700　FAX　0761-44-3506
設置者 公立大学法人公立小松大学（小松市）
開学年 2018年　（法人設立年 2018年）
学生定員 960名   教員数  69名   職員数  18名

HISTORY & MISSION
　本学は、少子高齢化、グローバル化、技術革新など、
私たちを取り巻く環境がめまぐるしく変化する中、急速
に変化する社会のニーズに的確に応えていく人材を育成
するため、小松短期大学とこまつ看護学校を再編・発展
させ、また、新たに国際系学部を設け、2018年4月に開
学しました。
　「地域と世界で活躍できるグローカル人材を育成する大
学」、「持続的発展に向けて、生産システムや健康医療の科
学技術を革新し、異文化交流を推進する大学」、「地域に対
して貢献し、地域によって支えられ、地方を共創する大学」
を基本理念に掲げ、アカデミアとして地方創生の一翼を
担います。

こまつから未来へ：ひと・もの・まちをつくる
PROFILE
●石川県南加賀地域の学術・文化・産業の持続的発展と教
育研究の中核的拠点の形成を目標としています。

●地域の自治体や企業、教育機関と連携した教育研究を推
進し、豊かな人間性と確かな基礎知識、国際的な視野と
高い専門性、さらには問題発見・解決能力を有し、地域
と世界で活躍する人材を育成します。

TOPICS
　米国シリコンバレーにオフィスを開設し、学生と地域
の社会人が共にシリコンバレーの企業文化などを学ぶ産
学合同研修を実施しています。また、国際交流協定数は
令和2年2月現在で11機関となり、語学研修や交換留学
など、国際交流プログラムの拡充を図っています。

生産システム科学部

看護福祉学部

生物資源学部

経済学部

学長：進士五十八
SHINJI Isoya
環境学、造園学
任期：2016.4～ 2022.3

福井県立大学  Fukui Prefectural University
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所在地 〒910-1195 福井県永平寺町松岡兼定島4-1-1
交通 JR福井駅からバス35分
TEL 0776-61-6000　FAX　0776-61-6011
設置者 公立大学法人福井県立大学（福井県）
開学年 1992年　（法人設立年 2007年）
学生定員 1,774名   教員数  160名   職員数  35名

HISTORY & MISSION
　本学は永平寺・小浜・あわらの3キャンパスに大学院3研
究科7専攻、4学部7学科、学術教養センター、地域経済
研究所、恐竜学研究所を擁する総合大学です。
　2016年度からは「オープン・ユニバーシティ」を掲げ、キャ
ンパスの開放や県民の学び直し応援のため聴講生等の受講
料減額を実施しています。さらには、県民･地域とのつなが
りを活かして、新学部新学科の開設を進めていきます。

PROFILE
　「第3期中期計画」が2019年度からスタート。福井の持
続可能性の向上と県民に信頼され地域に貢献する大学を目
指し、次の３つを基本方針に大学運営を進めます。
●農林水産業を含めた地場産業の振興、地域の持続性を担
える実力を備えた地域の課題解決に貢献できる人材を育

福井の元気を支える大学を目指して
成するため、福井県の資源や人材などの特色を活かした
学部･学科を開設。

●チャレンジ精神や行動力など人物評価を重視する入学者
選抜方式の導入、学部･大学院における社会人･外国人
留学生の受入れ促進など、多様で意欲的な学生が学ぶこ
とができる環境を整備。
●地域の教育力の活用や県内施設等を実習の場とする全県
キャンパス化を進め、現場力と創造性を備えた人材を育
成。また、大学が持つ学術研究資源を活かして、地域課
題の解決につながる研究を強化。

TOPICS
　2020年4月から、生物資源学部に「農」を幅広く学び、
食・農・環境を総合的に会得した「農」のゼネラリストの
育成をめざす創造農学科を開設しました。

海洋生物資源学部 Ｍ
Ｄ


